
文
字
言
語
を
対
象
と
し
た
「
読
解
・

続
密」

と
い
う
行
為
は、

人
間
の
脳

機
能
活
動
の
中
で
も
倣
も
忘
次
な
能
力
が
要
求
さ
れ
る
活
動
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

箪
者
は
391
例
と
6

例
の
聴
党
隙
害
児
を
研
究
対
象
と
し
た
先
行
研
究
で、

聴
党
椋
害
児
が
9

歳
以
後
高
度
な
「
読
解
読
柑
能
力」
（
以
下
読
也
能
力）

を
獲
得
し、

言
諾
を
媒
介
と
し
た
形
式
的
論
理
的
思
考
を
確
立
し
て
い
く
た

め
に
は、

6

歳
頃
に
お
け
る
音
声
酋
語
能
力
が
そ
の
鎚
と
な
る
こ
と
を
明
ら

(
2)
(
3)
-
g
 

か
に
し
た
。

こ
の
理
論
は、

成
人
の
失
語
症
患
者
の
「
映
解
・

説
笞」

の
過

程
に
も
あ
て
は
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

で）

でJ
)

Ya
m
a
dori
 {
一

九
七
八）

や
Al
bert
(
一

九
八
一
）

は、

文
字
言
語
の

理
解
は
音
声
言
語
の
理
解
に
対
応
す
る
と
い
う
知
見
を
上
げ
て
い
る
。
De,

ko)
 

mar
k

他
(
-

九
八
二）

は、

失
語
症
者
に
「
Rea
di
n
g
Co
m
pre
he
nsi
o
n
 

Batter
y
 for
 A
p
hasia
」

を
実
施
し、

失
語
症
者
の
読
解
力
は
聴
理
解
力

や
失
語
症
の
瓜
症
度
と
有
意
な
相
関
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

残
念
に
も
日
本
で
は、

失
語
症
患
者
の
読
苦
能
力
に
関
す
る
こ
う
し
た
研
究

研
究
の
目
的

ー
失
語
症
患
者
を
対
象
と
し
た
研
究
ー

一

九
七
九
年
四
月
1
一

九
九
0
年
九
月
ま
で
に
川
崎
病
院
耳
界
科
言
語
治

燎
室
（
以
下
当
科）

で
指
禅
を
行
っ
た
31

（
男
24．
77
%、

女
7
.

23
%）

例
の
失
語
症
息
者
を
検
討
の
対
象
と
し
た。

31

例
の
失
語
症
を
生
じ
た
原
因

疾
息
は
脳
血
管
防
害
28
例
(
90
%)

．

碩
部
外
侶
3
例
(
10
%）
、

平
均
年

Il

対
象
症
例

は
現
時
点
で
は
皆
無
で
あ
り、

失
語
症
思
者
が
ど
の
程
度
の
読
書
能
力
を
有

し
て
い
る
の
か、

そ
の
実
態
す
ら
も
把
握
さ
れ
て
は
い
な
い
。

そ
こ
で
本

研
究
で
は、

正
常
な
言
語
機
能
（
間
く
・

話
す
•

読
む
・

琲
く
全
て
の
機
能

を
含
む）

を
獲
得
し
た
後、

脳
血
管
熙
害
等
の
疾
病
に
よ
っ
て
後
天
的
に
言

語
機
能
に
異
常
が
生
じ
た
失
語
症
患
者
を
検
討
の
対
象
と
し
て
、

失
語
症
息

者
の
読
掛
能
力
の
実
態
を
ま
と
め
る
と
共
に、
「
読
解
•

読
也」

に
必
要
と

さ
れ
る
言
語
・

心
理
•

生
物
学
的
基
礎、

お
よ
ぴ
読
解
読
柑
の
た
め
の
内
的

心
理
的
過
程
の
解
明
を
試
み、

読
舟
能
力
の
獲
得
で
果
た
す
音
声
言
語
能
力

の
役
割、

発
達
期
に
あ
る
聴
党
障
害
児
と
成
熟
を
完
了
し
た
失
紐
症
者
の
統

也
能
力
獲
得
過
程
で
の
相
述
点
に
つ
い
て、

検
討
と
考
察
を
加
え
た。

森

読
解
•

読
書
能
力
を
高
め
る
た
め
の
言
語
・

心
理
·

生
物
学
的
基
礎

寿

子
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皿

研
究
課
題
と
研
究
方
法

齢
は
52
歳
5
ヵ
月、
本
研
究
で
用
い
た
初
回
検
査
実
施
時
期
に
お
け
る
発
症

後
の
平
均
経
過
月
数
は
4
年
2
ヵ
月
（
股
短
4
ヵ
月
1
飛
長
16
年
6
ヵ
月）、

平
均
訓
練
期
間
は
2
年
9
ヵ
月
（
最
短
2
ヵ
月
ー
最
長
n

年
3
ヵ
月）
で

あっ
た。

本
研
究
で
は
次
の
5
点
の
研
究
謀
姐
を
設
定
し
た。

l.
31
例
の
読
柑
能
力
は
ど
の
程
度
の
レ
ペ
ル
に
あ
り、，
餃
牡
能
力
と
音

匹、
言
栢
能
力
（
本
研
究
で
は
失
誦
指
数
で
算
出）
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が

あ
る
の
か

2．
読
密
能
力
と
知
能
（
動
作
性・
首
語
性）
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が

あ
る
の
か。

3．
失
語
指
数
と
言
語
性
知
能
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か。

4．
続
柑
能
力
を
改
善
す
る
た
め
に
は、
言
詣
指
源
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
諸
点
が
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か。
読
世
能
力
検
査
の
下
位
項
目
間

．の
得
点
率
の
相
関
を
検
討
し、
留
意
点
を
明
ら
か
に
す
る。

5．
発
達
期
に
あ
る
庇
党
閃
喜
児
と
成
熟
を
完
了
し
た
成
人
失
語
症
者
の

読
柑
能
力
獲
得
過
程
で
の
根
本
的
相
述
点
は
何
か。
今
回
は
便
宜
上
年
齢
に

焦
点
を
あ
て、
読
店
能
力
と
年
齢、
失
胚
指
数
と
年
齢
の
相
関
関
係
を
検
討

し、
相
述
点
を
鮒
明
す
る。

以
上
の
謀
題
を
遂
行
す
る
た
め、
一
九
八
九
年
三
月
！一
九
九
0
年
九
月

に
か
け
て
当
科
で
必
要
な
諸
検
査
を
行っ
た。
用
い
た
検
査
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た。

続
柑
能
力
の
評
価
に
は
金
子
柑
房
版
幼
児・
児
童
読
柑
カ
テ
ス
ト
（
適
用

範
囲
3
歳
8
ヵ
月
1
7
歳
7
ヵ
月）、
小
学
校
低
学
年
用
（
適
用
範
囲
6
歳

1
9
歳）
お
よ
ぴ
高
学
年
用
（
適
用
範
囲
9
歳
1
12
歳）
全
国
標
辿
版
統

解•
読
世
能
力
診
断
検
査、
中
学
校
用
能
力
別
診
断
式
餃
由
力
検
査
（
適
用

範
囲
12
1
15
寂）
の
い
ず
れ
か
を
実
能
し、
読
術
年
齢
を
坑
出
し
た。
用
い

た
こ
れ
ら
の
検
査
は
31
例
で
は
適
用
年
齢
を
過
ぎ
て
お
り、
様
地
化
さ
れ
た

方法
で
説
柑
年
齢
を
算
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た。
こ
の
た
め、
実

柿
し
た
検
査
の
総
得
点
(or
総
計
点）
が
読
掛
力
偏
差
佗
で
50
と
な
る
学

年
（
年
齢）
を
便
宜
上
算
出
し、
読
徘
年
齢
と
し
た。
音
声
言
語
能
力
の
評

価
に
は、
医
学
柑
院
(-
九
八
六
年）
版
Weste
rn
Aphasia
 Battery

（
以
下
W
と）
を
用
い`

失
諾
指
数
(
Aphasia
Quotient
以
下
A
Q)

を
筏
出
す
る
と
共
に、
AQ
に
よ
っ
て
失
語
の
タ
イ
プ
分
類
（
他
忘
失
語、

ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
失
語、
プ
ロ
ー
カ
失
語、
全
失
栢
の
4
型）
を
行っ
た。
知

能
の
評
価
に
は、
日
本
文
化
科
学
社
版
Wechsler
Adult
 Intellige
n
ce

Scale
 (
以
下
WAIS
)

と

Wechsler
Intelligence
 Sc
ale
 
for

Children
ーRevised
(
以
下
WISC-
R
)

を
用
い、

動
作
性
知
能

(
Per
formance
 Intelli
gence
 Quotient
以
下
PIQ)
と
哲
罪
性
知
能

(Verbal
 Intelligence
 Quotient
以
下
VIQ)
を
鉗
出
し
た。
こ
れ
ら
の

結
果
よ
り、
失
語
の
タ
イ
プ
別
に
見
た
説
密
能
力
と
A
Q、
読
甚
能
力
と

PIQ
お
よ
ぴ
VIQ、
AQ
と
VIQ、
読
書
能
力
と
年
齢、
A
Q
と
年
齢
の
相

関
係
数
を
算
出
し、
課
図
に
そ
っ
て
結
果
を
ま
と
め
た。
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N

結

果

ま
た 、

読
柑
能
力
検
査
の
下
位
項
目
問
の
関
係
は 、

本
研
究
で
は
便
宜
上

・

音
節
の
分
解
や
抽
出
力
と
文
の
理
解
力 、

語
の
理
解
力
と
文
脈・
文
章
の
理

解
力
の
各
得
点
率
か
ら
相
関
係
数
を
算
出
し
た 。

相
関
関
係
は
「
無
相
関」

(
r
11
o·
ー

廿0 .
2) 、
「
弱
い
相
閲
あ
り
J

(
r
11
片0 .
2
ー

廿
o·
.4) 、
「
か
な

り
の
相
関
あ
り」

(
r
=
±
0,
4
ー

廿
0 .
7) 、
「
強
い
相
関
あ
り」
(
r
=
±

0 .
7
ー

廿1.
0)
の
4
段
階
で
判
定
し
た 。 ＇

，
．

1 .

31
例
の
観
書
年
齢 、

観
書
能
力
と
音
声
言
語
能
力
と
の
関
係

,
31
例
の
読
柑
年
齢
は
3
政
8
ヵ

月
1

11
歳
9
ヵ

月
の
範
囲
に
あ
り 、

平
均

読
柑
年
齢
は
6
歳
11
ヵ

月
で
あ
っ
た 。

失
話
の
タ
イ
プ
別
に
見
た
平
均
読
術

年
齢
は 、

健
忘
失
話
(
11
例）

9
歳
3
ヵ

月 、

ウ
ェ
ル
ニ
ッ

ケ
失
語
(
3

例）

6
歳
0
ヵ

月 、

プ
ロ
ー
カ
失
蹄
(
13
例）

5
歳
11
ヵ

月 、

全
失
語
(
4

例）

4
歳
7
ヵ

月
で
あ
っ
た
9

一
方 、

31
例
の
A
Q
は
u
i

99
.
2

（
満
点

は
100)
の
範
囲
に
あ
り 、

平
均
失
開
指
数
(
A
Q)

は
59
.
4
で
あ
っ
た 。

失
語
の
タ
イ
プ
別
に
見
た
平
均
A
Q
は 、•
他
忘
失
栢
88
.
8 、

ウ
ェ
ル
ニ
ッ

ケ
失
語
75
.
2 、

プ
ロ
ー
カ
失
語
45
· -
0 、

全
失
語
13
.
6
で
あ
っ
た 。

総

合
す
る
と 、

隙
柑
年
齢
と
失
語
指
数
と
の
mJ
に
は
「
強
い
正
の
相
IIO」
(
r

11o .
 78)

を
認
め
た
（
図
1)
。

．

．

 

2．

貌
書
能
力
と
知
能
の
関
係

い

諌
書
能
力
と
動
作
性
知
能
(
PI
O)

‘

31
例
の
PI
Q
は
40
i

lOS
の
範
囲
に
あ
り 、

平
均
PI
Q
は
81
.
8

（
普
通

S
13

12
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8
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の
下）

で
あ
っ
た 。

失
語
の
タ
イ
プ

別
で
見
た
平
均
PI
Q
は 、

健
忘
失
語

94
.
6

（
普
通） 、

ウ
ェ ・
ル
ニ ＇ッ
ケ
失
語
79
（
境
界
線） 、

プ
ロ
ー

カ
失
語

71
.
9

（
境
界
線） 、

全
失llig
68
（
軽
度
痴
呆）

で
あ
っ
た 。

全
体
で
見
る

と 、

餃
咎
能
力
と
PI
Q
の
間
に
も
「
か
な
り
の
正
の
相
関」
(
r
11

0 .
6
2)

を
認
め
た
（
図
2)
0

.

切

観
書
能
力
と
言
語
性
知
能
(
VI
Q)

24
例
(
7

例
は
測
定
不
能）

の
VI
Q
は
34
1

108
の
範
囲
に
あ
り 、

平
均

VI
Q
は

73
（
境
界
線） ．
で
あ
っ
た 。

失
栢
の
タ
イ
プ
別
で
見
た
平
均
VI
Q

．．
 は 、

他
忘
失
語
89
.
7

（
音
通） 、

ウ
ェ
ル
ニ
ッ

ケ
失
話
79
.
3

（
境
界
線〉 、

プ
ロ
ー

カ
失
語
52
.
8

（
軽
度
痴
呆） 、

全
失
語
測
定
不
能
で
あ
っ
た。

全

体
で
見
る
と 、

読
杏
能
力
と
VI
Q
の
間
に
も
「
か
な
り
の
正
の
相
関」
（
『

110 .
62)

を
認

めた
（
図
3)
。

•

3 ．

失
語
指
数
(
A
Q)

と
言

語性

知
能
(
VI
Q)

の
関
係

31
例
の
失
語
指
数
と
言
語
性
知
能
の
間
に
は
「
強
い
正
の
相
関
J

(
r
11

 

0 .
83)

を
認
め
た 。

但
し 、

31
例
中
VI
Q
を
測
定
し
え
た
も
の
は
24
例
の

み
で 、

全
失
語
と
プ
ロ
ー

カ
失
語
の
総
nt17
例
中
7

例
は
測
定
不
能
で
あ
っ

た 。

失
栢
の
ク
イ
プ
別
で
見
る
と 、

健
忘
失
距
で
は
「
弱
い
負
の
相
閲」

•
(
r
11 ,

0 .
26)

を 、

ウ
ェ
ル
ニ
ッ

ケ
失
語
と
プ
ロ
ー

カ
失
話
で
は
「
強
い

．
正
の
相
関」
(
r
11

0 .
91、
r
11

0 .
86)
を
認
め
た 。

全
失
語
は
VI
Q
が
全

例
で
測
定
不
能
の
た
め 、
A
Q
と
の
相
関
関
係
は
検
討
不
能
で
あ
っ
た
（
図

4)
。
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4 ．

既
書
能
力
検
査
の
下
位
項
目
間
の
関
係

い

音
節
の
分
解
・

抽
出
力
と
文
の
理
解
力

こ
の
項
目
は
幼
児
・

兒
派
用
読
招
説
害
能
力
診
断
検
査
を
行
っ
た
19
例

（
徒
忘
失
餅
2
例 、

ウ
ェ
ル
ニ
ッ

ケ
失
語
2
例 、

プ
ロ
ー
カ
失
語
11
例 、

全

失
語
4
例）

の
デ
ー
タ
で
検
討
し
た 。

19
例
の
音
節
の
分
附
と
抽
出
力
の
平

均
得
点
率
は
25
.
8
% 、

文
の
理
陪
力
の
平
均
得
点
率
は
23
.
9
％
で 、

こ

の
間
に
「
弛
い
正
の
相
関
J

(
r
11
0 .
85)

を
認
め
た
（
図
5)
。

切

語
の
理
解
力
と
文
脈
・

文
章
の
理
解
力
の
閲
係

こ
の
項
目
は
小
学
校
低
学
年
用
読
肝
読
壱
能
力
診
断
検
査
を
行
っ
た
5
例

（
他
忘
失
語
3
例 、

ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
失
語
1

例 、

プ
ロ
ー

カ
失
語
1

例） 、

高
学
年
用
読
招
読
柑
能
力
診
断
検
査
を
行
っ
た
5
例
（
健
忘
失
栢
4
例 、

プ

ロ
ー
カ
失
語
1
例） 、

計
10
例
の
デ
ー
タ
で
検
討
し
た 。

10
例
の
栢
の
理
妍
力
の
平
均
得
点
率
は
35
.
5
% 、

文
脈
・

文
立
の
理
解

カ
の
平
均
得
点
部
は
29
.
3
％
で 、

こ
の
間
に
「
か
な
り
の
正
の
相
関」

(
r
11
0
.48)

を
認
め
た
（
図
6)
。

5 ．

年
齢
と
の
関
係

31
例
の
年
齢
は
13
ー

75
袋
の
範
ml
に
あ
り 、

平
均
年
齢
は
52
il
s
ヵ

月
で

あ
っ
た 。

失
節
の
タ
イ
プ
別
に
見
る
と 、

最
も
平
均
年
齢
が
硲
か
っ
た
の
は

ウ
ェ
ル
ニ
ッ

ケ
失
語
(
63
歳
8
ヵ

月） 、
つ
い
で
全
失
甜
(
58
袋
6
ヵ

月） 、

プ
ロ
ー
カ
失
栢
(
52
歳
9
ヵ

月） 、

他
忘
失
語
(
46
歳
6
ヵ

月）

の
則
で

あ
っ
た 。

X 

l00 

文

烏

。5
 

文

立

の

g

解
△ 

r = 0, 48 

゜
゜

00 8 
． 

〇虹E欠g
△ウェルニッケ失“
●ブロー
▲全失Iii

カ欠U

i 

100 

。5
 

文

の

涅

鯰

△● 
． 

r =O. 8 5 

〇鯰S火訴
＾ウェルニッケ失M
●ブローカ火石
●全失糾

． 

． △ 

゜

．

．

。 ．
▲

． ▲ 

伍 の

50 

只 ％

図6

ヵ

lOO 1 

＇目の理解力と文脈・文章の理解力
(JO例のデータ）

図5

ff日の 分

50 

片

100 S 

泊 出

音節の分解・抽出力と文の理解力
(19例のデーク）
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読
書
能
力
と
の
関
係

説
掛
年
齢
は
他
忘
失
梢 、

ウ
ェ
ル
ニ
ッ

ケ
失
硝 、

プ
ロ
ー
カ
失
踊 、

全
失

研
の
顛
に
高
く 、

全
体
で
見
る
と
読
也
能
力
と
年
齢
と
の
間
に
は
「

か
な
り

の
負
の
相
関」
(
r

11
,

0.
4
9)

を
認
め
た
（
図
7)
。

切

失
歴
指
数
(
A
Q
)

と
の
関
係

A
Q
は
他
忘
失
脹 、

ウ
ェ
ル
ニ
ッ

ケ
失
栢 、

プ
ロ
ー
カ
失
甜 、

全
失
開
の

顛
に
高
く 、

全
体
で
見
る
と
失
語
指
数
と
年
齢
と
の
間
に
も
「

弱
い
位
の
相

関」
(
r

11
,

0 .
2
6)

を
認
め
た
（
閃
8)
。

゜
“゜

△ 

so

 

欠

“

n

e

． 
． 

．

． 

． 

． 

．

10 20 

図8

． 

一

” 40 

ヽt 配

失語指数と年齢

．

．

 ▲
▲

ム

so “ 

6 ．

結
果
の
ま
と
め

m
31
例
の
失
梢
症
息
者
の
説
術
年
齢
は
3
歳
8
ヵ

月
1

11
哉
9
ヵ

月
の
範

囲
に
あ
り 、

読
咎
年
齢
の
平
均
は
6

瓶
11
ヵ

月
で
あ
っ
た 。

失
研
指
数
で
測
定
し
た
音
jli-
Ii
語
能
力
は 、

他
忘
失
栢 、

ウ
ェ
ル
ニ
ッ

ケ

失
照 、

プ
ロ
ー

カ
失
語 、

全
失
腑
の
顛
に
高
く 、

読
牲
能
力
と
音
芹
酋
賭
能

カ
(
A
Q
)

と
の
間
に
は
弛
い
正
の
相
関
を
認
め
た 。

②
31
例
の
PI
Q
は
40
1

限
の
範
佃
に
あ
り 、

平
均
PI
Q
は
81
.
8

（
噛

通
の
下）

で
あ
っ
た 。

ま
た 、

V
【

Q

は
34
1

108
の
範
囲
に
あ
り 、

平
均

g
 

。，

．
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ー．

貌
解
筏
書
能
力
を
高
め
る
た
め
に
必
妻
と
さ
れ
る
言
語・
心
理•
生
物

学
的
基
礎

い

音
声
言
語
能
力
（
言
語
学
的
基
礎）

図
1
に
示
さ
れ
る
よ
う
に、
9
歳
レ
ペ
ル
以
上
の
説
掛
能
力
を
猥
褐
す
る

た
め
に
は、
失
栢
指
数
が
70
ー
80
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た。

今
回
の
31

例
で
は
そ
の
レ
ペ
ル
に
述
し
て
い
た
も
の
は
8
例
(
26
%）
の
み

で
あ
っ
た。
W
AB
の
A
Q
は
音
声
首
語
能
力
を
失
語
指
数
と
し
て
数
＂爪
化

＞

考

察

•

VI
Q
は
73
で
あ
っ
た。
説
宙
能
力
と
知
能
(
PI
Q•
VI
Q
と
も）
と
の
間
に

も、
か
な
り
の
正
の
相
関
を
認
め、
読
宙
能
力
が
9
歳
レ
ペ
ル
以
上
に
な
る

た
め
に
は
PI
Q•
VI
Q
と
も
に
ほ
ぼ
80
（
普
通）
以
上
必
要
で
あ
っ
た。

③
A
Q
と
VI
Q
の
間
に
も
「
強
い
正
の
相
llo」
を
認
め、

読
柑
能
力
が
9

歳
レ
ペ
ル
以
上
に
な
る
た
め
に
は、
A
Q•
VI
Q
と
も
に
ほ
ぼ
80
以
上
必
要

で
あ
っ
た。

④

幕
能
力
検
査
の
下
位
項
目
間
の
得
点
率
か
ら
節
出
し
た
相
関
係
数
か

ら、
音
節
の
分
肝・
抽
出
力
と
文
の
理
解
力
の
間
に
は
「
怖
い
正
の
相
関」

を、
語
の
理
解
力
と
文
採・
文
章
の
理
解
力
の
間
に
は
「
か
な
り
の
正
の
相

関」
を
認
め
た。

固
読
柑
能
力
と
年
齢
の
間
に
は
「
か
な
り
の
れ
の
相
関」
を、
失
絣
指
数

と
年
齢
の
間
に
も
「
弱
い
共
の
相
関」
を
認
め、
読
籾
能
力
に
加
齢
の
影
特

が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た。

し
た
も
の
で
あ
る
が、
A
Q
70
1
80
が
生
活
年
齢
で
い
う
と
何
歳
レ
ペ
ル
に

相
当
す
る
の
か
は
A
Q
の
み
で
は
⑪
出
不
iif
能
で
あ
る。

た
だ、

-7-

Gesch
wind
は
幼
兄
で
は
音
JII-i日
附
力
が
5
1
6
磁
レ
ペ
ル
に
述
し
た
頃
よ

り
「
読
む」
と
い
う
学
習
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
り`

既
述
し
た

-4)

-'‘
》

Ya
madori
や
Albert
も
文
字
貨
訴
の
理
招
は
脊
W’
酋
罪
の
理
解
に
対
応
す

no)

 

る
こ
と
を
認
め
て
い
る。
ま
た、
Piaget
は
幼
児
で
は
音
戸
酋
誦
を
媒
介
と

し
て
6
1
7
歳
で
「
ス
ビ
ー
チ
の
内
酋
化」
が
始
ま
り、
9
殺
を
す
ぎ
る
と

純
枠
に
音
芦
甘
語
の
み
で
「
論
理
的
形
式
的
息
考」
が
可
能
と
な
り、
12
波

頃
に
は
「
酋
諾
に
よ
る
思
考
の
論
理
性
が
完
成」
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
り、

こ
れ
ら
の
知
見
か
ら
次
の
こ
と
が
類
雅
さ
れ
る。
す
な
わ
ち、
今
回
説
得
能

力
が
9
歳
レ
ベ
ル
以
上
で
あ
っ
た
8
例
(
26
%）
で
は
そ
の
甚
礎
と
な
る
音

声
酋
餅
能
力
も
9
政
レ
ベ
ル
以
上
に
あ
り、
反
対
に
読
梢
能
力
が
9
歳
レ
ペ

ル
以
下
で
あ
っ
た
23
例
(
74
%）
で
は
音
和
肯
絣
能
力
も
9
歳
レ
ペ
ル
以
下

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

し
か
も
23
例
中
4
例
(
13
%）
は
7
1
9
歳
未
滴
の
読
術
能
力
で
あ
っ
た

が、

残
り
19
例
(
61
%）
は
3
1
7
栽
未
沿
の
読
杏
能
力
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら、
失
而
症
患
者
の
6
割
程
度
は
非
霜
に
低
い
レ
ペ
ル
の
音
戸
酋
栢
能
力
し

か
布
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
拙
澗
さ
れ
る。
こ
の
こ
と
よ
り、
「
読
陪・

盗
杏」
と
い
う
内
的
心
理
的
行
為
が
9
哉
レ
ベ
ル
以
上
で
行
わ
れ
る
た
め
に

は、
そ
の
行
為
の
粘
礎
と
な
る
音
W
酋
稲
能
力
が
ま
ず
9
救
レ
ペ
ル
以
上
に

到
述
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る。
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切

知
能
（
心
理
学
的
基
礎）

ー
動
作
性
知
能、

嘉
性
知
能
の
意
味
す
る
も
の
I

'

図
2
.
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
に、
読
繁
能
力
が
9
戟
レ
ペ
ル
以
上
で
あ
っ

た
8
例(
26
%）
の
知
能
は、
PI
Q•
VI
Q
共
に
ほ
ぽ
80
（並
LI

通）

以
上
で

あ
っ
た。
反
対
に
PI
Q•
VI
Q
と
も
に
知
能
が
80
（
普
通）
以
下
で
あ
っ
た

14
例
(
45
%）
の
読
粛
能
力
は、
全
例
が
9
歳
レ
ペ
ル
以
下
で
あ
っ
た。
こ

の
こ
と
よ
り、
「
説
解•
読
柑」
と
い
う
内
的
心
理
的
行
為
が
9
歳
レ
ペ
ル

以
上
で
行
わ
れ
る
た
め
に
は、
PI
Q•
VI
Q
と
も
に
「
普
通
以
上」
に
あ
る

＇

こ
と
が
心
理
学
的
基
礎
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た。
で
は、
「
知
能」
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か。
本
研
究
で
問
逍
と
し
た
PI
Q
と
VI
Q
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い。

①
PI
Q
 

人
間
の
脳
は
左
右
2
つ
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
が、
PI
Q

は
右
脳
の
機
能
の
評
価
で
あ
る
と
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る。
PI
Q
の
検
究

項
目
か
ら
類
推
し
て、
口
動
作
性
知
能
と
は
視
党
的
に
与
え
ら
れ
た
課
題
を

主
と
し
て
右
脳
の
中
枢
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
に
弁
別・
理
解
し、
運
動
行
為

と
し
て
朋
決
し
う
る
か
と
い
う
能
力
の
評
価
で
あ
る」
と
要
約
で
き
る。
こ

で

9

I
"
）

の
た
め、
視
機
能
の
影
押
を
強
く
受
け、
半
百・
視
野
狭
窄・
複
視・
視
野

欠
損・
眼
球
運
動
の
制
限
な
ど
が
あ
る
と、
PI
Q
は
低
く
雑
出
さ
れ
る。
今

回
PI
Q
が
80
以
下
で
あ
っ
た
14
例
中
11
例
(
79
%）
で
は
視
機
能
の
株
前

が
確
認
さ
れ
て
お
り、
残
り
3
例(
21
%）
も
窃
齢
な
ど
の
影
秤
を
受
け
て
視

党
的
梢
報
が
正
し
く
脳
内
に
伝
逹
さ
れ
ず、

低
い
PI
Q
が
筑
出
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る。

②
VI
Q
 

PI
Q
に
対
し
て
VI
Q
は
言
語
中
枢
の
あ
る
左
脳
の
概
能
の
評
価
で
あ
る

と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る。
こ
の
た
め、
「
哲
語
性
知
能
と
は
聴
採
的

に
与
え
ら
れ
た
課
題
を
主
と
し
て
左
底
の
中
枢
レ
ペ
ル
で
弁
別・
理
招
し、

そ
れ
に
対
す
る
答
え
を
音
声
言
語
と
し
て
表
出
し
う
る
能
力
の
評
価
で
あ

る」
と
要
約
で
き
る。
今
回
検
討
し
た
A
Q
と
VI
Q
に
は
強
い
正
の
相
関

が
見
ら
れ
た
が、
こ
れ
は
A
Q
も
VI
Q
も
左
脳
が
分
担
す
る
音
声
酋
甜
能

力
を
別
々
の
テ
ス
ト
で
評
価
し
た
結
梨
で
あ
り、
本
質
的
に
同一
の
機
能
を

評
価
し
た
と
い
う
点
で
は
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う。
た
だ
AQ
と
VI
Q
の

各
テ
ス
ト
の
下
位
項
目
に
は
質
的
・
レ
ペ
ル
的
差
汎
が
あ
り、
そ
の
差
異
が

得
点
苺
と
し
て
現
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

固

年
齢
（
生
物
学
的
碁
礎）

図
7
に
示
さ
れ
る
よ
う
に、

読
杏
能
力
が
9
歳
レ
ベ
ル
以
上
で
あ
っ
た
8

例
の
年
齢
は
10
代
1
50
代
の
範
囲
に
あ
っ
た。
し
か
も、

8
例
中
4
例

(
50
%）
は
す
べ
て
30
代
ま
で
で
あ
っ
た。
こ
れ
に
対
し
て、
読
書
能
力
が

9
歳
レ
ペ
ル
以
下
で
あ
っ
た
23
例
の
年
齢
は
40
代
以
上
で、
し
か
も
60
代・

70
代
で
は
全
例
が
説
柑
能
力
は
9
歳
レ
ペ
ル
以
下
で
あ
っ
た。

失
甜
症
患
者
で
は
習
語
訓
線
に
よ
っ
て
損
彬
さ
れ
た
脳
機
能
の
回
復・
改

将
を
図
る
わ
け
で
あ
る
が、

今
回
の
結
果
か
ら
10
代
1
30
代
で
は
訓
練
に
よ

る
回
復
や
改
将
の
可
能
性
が
高
く、
40
代
を
過
ぎ
る
と
少
数
の
も
の
（
今
同

は
4
例・
15
%）

で
はし＂四
い
改
将
を
得
て
も、

多
く
の
も
の
（
今
回
は
23
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例

函
％）
で
は
訓
純
に
よ
っ
て
改
善
す
る
可
能
性
が
加
齢
の
影
特
を
受
け

て
低
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た。．

先
行
研
究
で
発
表
し
た
聴
裳
閃
害
児
で
は、
言
語
狼
得
の
た
め
の
生
物
学

的
適
期
を
過
ぎ
る
と
訓
錬
効
果
を
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
が、
発
述

の
適
期
に
即
し
た
酋
梧
指
洋
が
適
切
に
行
わ
れ
れ
ば
訓
純
効
呆
は
仮
大
と
な

り、
読
杏
能
力
の
獲
得
が
加
齢
の
影
褥
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た。
し
か

．
し、
成
人
失
開
症
患
者
で
は
高
齢
に
な
る
程
餃
柑
能
力
は
加
齢
の
影
特
を
受

け
て
低
く
な
る
こ
と
が
今
回
の
結
果
で
明
ら
か
と
な
り、
こ
の
点
が
発
達
期

に
あ
る
稔
従
節
害
児
と
の
根
本
的
相
述
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た。
指
浮
効

栄
の
判
定
や
予
後
予
測
に
お
い
て
は、
読
柑
能
力
の
挫
得
に
か
か
わ
る
乳
幼

児
と
成
人
の
生
物
学
的
基
盤
の
相
述
を
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う。

2.
「
既
解・
貌
書」
と
は
ど
の
よ
う
な
内
的
心
理
的
過
程
な
の
か
ー
言
語

指
導
上
の
留
意
点
ー

＇

読
也
能
力
を
高
め
る
た
め
に
は、
音
JlT
言
語
能
力
（
酋
甜
学
的
基
礎）
．

知
能
（
心
理
学
的
茄
礎）
・
年
齢
（
生
物
学
的
甚
礎）
の
条
件
が
考
硲
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
IYJ
ら
か
と
な
っ
た。
で
は
「
読
解•
読
術」
と
は
ど

の
よ
う
な
内
的
心
理
的
沿
程
と
い
え、
首
話
指
埒
上
何
を
留
意
す
れ
ば
い
い

の
で
あ
ろ
う
か。

物
井
は
仮
名
単
師
の
読
み
牲
き
過
程
と
し
て
図
9
に
上
げ
る
よ
う
な
図
式

を
設
定
し
て
い
る
が、
節
者
は
今
回
の
結
果
か
ら
図
10
に
示
す
よ
う
な
図
式

が
説
解・
脱
柑
の
過
程
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る。
説

肝•
読
也
の
た
め
の
こ
の一
述
の
作
業
が
支
悴
な
く
行
わ
れ
る
た
め
に
は、

圧

文字口語（単話・文・文章）の再合成
と意味理解

音声酋語（音韻）と文字言語（単話・
文・文章）の対応

こ＿

ー

亨
声
！

と ば

文字酋語
語に変換 ｛単語 ・ 文・文章）を音声言

音節の分解・抽出）

文字首請（単語・文・文章）の視·此的
認知・弁別・理解

図10 筆者の想定する既解・貌書の過程 図9

「
視
党
的
に
与
え
ら
れ
た
文
字
言
話
梢
報
（
課
罰
に
よ
っ
て
は
絵
や
即
形）

を
ど
れ
だ
け
正
確
に
弁
別・
理
解·
統
合
し
（
以
上
PIQ•
右
脳
の
機
能）、

そ
れ
を
音
声
言
詣
記
号
に
招
号・
理
解
す
る
か
（
以
上
く[Q•
左
脳
の
機

能）」
と
い
う
極
め
て
複
雑
で
商
度
な
能
力
が
辿
絞
的・
反
復
的
に
要
求
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る。
こ
の
た
め、
「
読
別•
読
曹」
は
「
脳
の
最
も
科
次

l

l
〗

|
[

l[V

-
碑
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な
レ
ベ
ル
で、

左
右
2
つ
の
脳
の
全
て
の
能
力
を
総
動
貝
し
て
初
め
て
遂
行

さ
れ
う
る
行
為（
活
動）
で
あ
る」
と
要
約
で
き、
こ
の
連
統
的・
反
復
的
行

為

藷
動）
が
脳
に
損
但
の
あ
る
失
語
症
息
者
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
困
難
な

こ
と
で
あ
る
か
は
容
易
に
想
像
で
き
る。

'

こ
の
理
由
か
ら、

失
語
症
息
者
の
7
割
余
の
も
の
の
読
柑
能
力
は、
9
歳

レ
ペ
ル
以
下
で
あ
っ
た
と
い
う
結
呆
が
出
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

で
は、
ど
う
す
れ
ば
少
し
で
も
読
掛
能
力
を
高
め
う
る
の
で
あ
ろ
う
か。

節
ー
に
は、
図
10
に
示
し
た
よ
う
な一
連
の
読
解•
読
術
作
業
が
容
易
と
な

り
う
る
よ
う
な、
言
語
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
工
夫
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う。
音
節
の
分
解・
抽
出
力
が
文
の
理
解
力
に
影
押
し
（
図
5)、
語
の

理
解
力
が
文
脈・
文
章
の
理
解
力
に
影
堀
し
た
（
図
6)

今
回
の
結
果
は、

「
読
解•
読
牲
能
力」
を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
言
語
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

あ
り
方
を、
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

第
2
に
は、
日
本
語
の
特
殊
性
に
留
意
し
た
言
語
指
涼
を
行
う
こ
と
が
必

-
IG
1

18)

要
で
あ
ろ
う。
日
本
語
の
特
殊
性
と
し
て
は
主
に
次
の
2
点
が
あ
げ
ら
れ
る。

1
つ
は
「
か
な」
と
「
淡
字」
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
読
解
過
程
の

複
雑
さ
で
あ
る。
日
本
語
で
は
文
字
を
読
解
す
る
た
め
に
形
態
処
理・
音
韻

処
理·
意
味
処
理
の
3
つ
の
処
理
が
な
さ
れ、
こ
れ
は
ア
ル
フ
ァ
ペ
ッ
ト
を

主
体
と
す
る
言
語
圏
で
は
見
ら
れ
な
い
複
雑
な
処
理
過
程
だ
と
い
わ
れ
る。

も
う
1
つ
は
日
本
語
に
は
「
か
な」
と
「
淡
字」
の
二
通
り
の
読
字
経
路
が

あ
る
こ
と
で
あ
る。
日
本
語
の
こ
の
特
殊
性
の
故
に、

形
態•
音
韻
処
理
の

-
19
M
8
)

過
程
で
は
「
か
な
j

が
読
み
や
す
く、
意
味
処
理
の
過
程
で
は
「
漢
字」
が

-
21-

読
み
や
す
い
こ
と、
「
か
な」
も
「
渓
字」
も
そ
の
理
解
の
過
程
で
は
字
数

~
a
1
21]

 

や
両
数
の
影
判
を
受
け
る
こ
と
が、

失
語
症
俎
者
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て
い
る。
従
っ
て、
酋
語
指
祁
に
お
い
て
日
本
語
の
こ
う
し
た

特
殊
性
に
留
意
し
た
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
紐
ま
れ
る
な
ら
ば、
「
読
解•
読

牲」
能
力
は
よ
り
高
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

31
例
の
失
語
症
患
者
の
読
vf
能
力
の
分
析
結
果
か
ら、
次
の
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た。

l.
31
例
の
平
均
読
也
年
齢
は
6
歳
11
ヵ
月
で
あ
っ
た。
こ
の
う
ち、
8

例
(
26
%)
の
読
密
能
力
は
9
歳
レ
ベ
ル
以
上
で
あ
っ
た
が、

残
り
の
23
例

(
74
%）
の
読
也
能
力
は
9
歳
レ
ペ
ル
以
下
で
あ
っ
た。
読
術
能
力
は
音
声
酋

語
能
力(
A
Q
や
VI
Q)
と
弛
い
正
の
相
OO
を
有
し、

読
柑
能
力
を
高
め
る

た
め
に
は
音
声
言
語
能
力
を
麻
め
る
こ
と
が
基
本
的
に
必
要
で
あ
っ
た。
一

方、
「
読
解•
読
梱」
が
成
立
す
る
た
め
に
は、

脳
内
に
お
い
て
視
此
的
梢

報
（
文
字
言
語）

が
正
し
く
処
理
さ
れ
る
必
要
が
あ
り、
こ
の
た
め
に
動
作

性
知
能
が
「
普
通」
以
上
に
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た。
さ
ら
に、
成
人

失
語
症
患
者
で
は
読
柑
能
力
や
A
Q
は
加
齢
の
影
岬
を
受
け
や
す
く、
こ
の

点
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た。

2.
「
読
解•
読
世」
は
人
間
に
と
っ
て
最
も
高
次
な
レ
ペ
ル
で
行
わ
れ

る
総
合
的
脳
機
能
活
動
で
あ
り、
そ
れ
は
左
右
の
脳
の
全
て
の
能
力
を
総
動

貝
し
て
初
め
て
遂
行
さ
れ
う
る
行
為
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た。
こ
の
た

w

結

語
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め、
酋
語
指
祁
に
お
い
て
は
「
読
解•
読
也」
が
成
立
す
る
た
め
の
言
語・

心
理•
生
物
学
的
碁
礎
に
注
意
す
る
と
と
も
に、
「
読
解•
読
掛」
の
た
め

の
内
的
心
理
的
過
程
と
日
本
語
の
特
殊
性
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
た。

辞

随
ん
で
拙
船
を
恩
師
故
江
実
名
脊
教
授
の
御
裳
前
に
捧
げ
ま
す。
今
か
ら

約
26
年
前、
江
先
生
が
言
語
学
の
御
講
義
中
に
話
さ
れ
た
，aphe
mia"
(
江

先
生
は
aphasia
よ
り
も
こ
の
こ
と
ば
を
好
ん
で
使
わ
れ
ま
し
た）
の
話
は、

学
問
的
魅
力
に
満
ち、
未
熟
な
学
徒
で
あっ
た
私
に
街
党
を
与
え
ま
し
た。

そ
の
御
講
雑
が
端
絣
と
な
り、
私
は
言
語
病
理
学
（
聴
党
言
語
欠
陥
学）
を

専
門
と
す
る
逍
へ
進
み
ま
し
た。
お
陰
さ
ま
で
言
語
治
扱
士
を
志
す
学
生
の

た
め
に、
川
的
医
根
福
祉
大
学
感
銘
嬌
正
学
科
の
中
に、
日
本
で
初
め
て
の

医
燎
言
語
聴
党
専
攻
コ
ー
ス
が
四
年
制
課
程
と
し
て
設
悛
さ
れ、
一
九
九一

年（
平
成
三
年）
四
月
よ
り
開
学
の
運
ぴ
と
な
り
ま
し
た。
こ
の
追
へ
お
禅
き

下
さ
い
ま
し
た
江
先
生
に
心
よ
り
の
感
謝
と
共
に
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す。
先
生
の
お
教
え
は
日
本
で
初
の
大
学
に
お
け
る
「
言
語
病
理
学
講

芭
と
し
て
こ
こ
に
確
か
に
結
実
し
ま
し
た。
先
生
が
御
存
命
で
あ
れ
ば
ど

ん
な
に
喜
ん
で
下
さ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か。
先
生
の
御
存
命
中
に
御
報
告

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん。
先
生
の
お
教
え
を
守
り、．

私
な
り
に
こ
れ
か
ら
も
こ
の
近
の
発
展
の
た
め
に
努
力
す
る
つ
も
り
で
お
り

ま
す。
江
先
生、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た。
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
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匹

純
枠
失
説
の

読
字
処
理
に
つ
い
て

ーキ
数
と

直
数
に
よ
る
分

析
ー。

神
経
心
理
学`

3

的
1
97
、

一

九
八
七
。

(
25)

森
寿
子

は翌瓦

恩甚ル
の

む

児
日
柄
獲
得
に

関
す
る

研
究
1
9
成
の

堕
を
打
歌

す
る
教
行
理
論
の

開
発
ー。

東
北
大
学
教
守
学
部
開
士

論
文、

1

ー
即
｀

一

九

\
\
o
 

J
J
 

（

本

学
昭

和
40

年

卒、

川

柁
医

療

福

祉

大

学

感

党

矯
正

学

科

言

語

聴

党

専

攻

コ

ー
ス

教

授、

川

崎

医

科
大

学
附

屈

川

筍

病

院

耳
ri介
咽

喉

科

言

語

治

根

室

室

長、

教

育

学

栂
士）
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